
まっすぐな新しい遍：11J鴫
1i11地の藝蒼逼り饂”る遍翫
●の上から瞭めると、 1111紐r
やマンションばかりが目に .

鱗 111J111では撼しい墨景
がっていた．

<P1511J鯖の笞）

一

蒙っすぐな国遍246血：
鶴Illを貫く国遍246轡繍
を南方を悶いて饂める．巨

大な孵織遍圏だが、一歩盤

れて参週鑽から見渡すと、

そ先が町田を纂れ

遍くにつなぴっているんだ

なおと懇●でき、目に覺え

ない世界蒙I!.!も社漏な風
●ではないかと慮じた．

<P19鶴員に，IO

彗し喜皇―~'1'!~
?;;-~:,, l\、~-

I✓~/ . , ,: I ¥. 忍

....., Ill 

~ ョ
・・. 

n3 

L
 

馳呵 ~ 閉=

~ 阻
聾鷲台住宅幼のつきあたり：璽籐地公•の東に広がる螂慟台住宅地内のひとコマ．こちらを自いて立つ正
面の家が週りのめを曼n止め遍りの属・にまとまりを0じさぜている.(P12バッヂフ-?なt!!界）

大塁の谷戸：北顎頭に酪大森は谷戸蟷彫の反形を令によく伝えている谷戸の入口に立って

いるが、苔は書真中央鼻で鶴つもの筏苔戸に分かれさらに鼻へ鼻へと伸ひている．苔戸の中に足冠麗み

入れると、只えない先壼求めて、先へ先へと遭みたくなってしまう。 Cl'08UI霞罠の堅）
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その5

やわらかな境

so 

市街地化が造み憲尺が建て込んでくると、開発地と開発地開発11!1と昔からの街並みが唐突に隣り合うようになって

きます。そしてその隙間は即Rのまちが背中合わせに接しただけの景蜘年とりとめのない遍所となりがちで-r.し
かしぺくりぬさ歩きの中、そのような境界部で3お互いに輩を閲けたまちを白かい合わせ、やわらかく馴染ませようとし

ているかのように思える爆所に出会いましだ．

鰯の丘住函：愚JIに閉面した鋼illiにて、宅地闘会と電根の縄の遍績を
呻さ匂懲訟m発寧ふバッ頃ではその存四粉からないぽと曲
ロ811込ふ畠9暉の剛闘和くる大;!1.1景観の—舅匹っている．
<P11玉零山地）



◆鮨発ほのつなき

新興住宅地ではその中央に立派な公園を置くのが一般的です．しか

し、住宅1t!1の外緯に設けられた公園を介して、麟り合う住宅埠が同

き合い、一体感すら感じさせるよう01'面ありました。

◆溶け込んだ団地

時を経た1i11地が、数自の雰囲気を保ちつつ贔周辺のまちと馴染んで

きているものに出会いました．さらに、団地エリア自体が環昧にな

り、閤囲に溶け込んでいるかのようなものもありました．

◆道ばたの余裕

璽て込んだ衝並みでは道、視家が詰まってしまいます。それが蓬ば

たにちょっとした広がりがあると、道の景籠としても余裕が感じら

れ、歩いていて棗U,¥場所となっていました．
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山霞団嬬：冨魔虞畏闘に造らnた山鱒醤迎は•やかな蝙麟燭に〇麗を多用した配
畔冨が糟鳳大矯鬱ゆえllll蟷内に入り込めば麹自なUI昂となるが、11l1を経て糧鵡
が十分に冑った今、住纏O.ll酎胃とその1111奮慢める縁霰介レて、■ill憎帽し畳やIJに“
染み始めているように鵬じた(P15山鱒の各）

a
 

f

,
＼
 

r・
 

Kィ
ヽ

‘
r
|．

,'：泊
I
l
{
,
 

ヽ
＂

一ー
.

，

J・‘ 

心の：彎在の芝鸞艇遭が颯るまではこの涵が下の纏IIと台地の.l:.を誓ぶ1レートだっ
tc.■W:01! く転鳴暉訊如躙と雌礁葬与えて嘔・(P14鴫磁）
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三鑢住ものり、公111:鶴只II沿いにある三鑢住もの、エリアの饂に設けらnたり1~111.一囀の宅鯰化が竃ん
だ、五鵬霰含めた緬の真ん中にあるかのように感じられ0三編住と・辺霰曇らかくつなぐ位割霰璽
たしている，釦0●II遠）
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その6

いびつな辻
'~ ~ ―ヽ呵.. .... 噸

市街化に伴い斬道が遭え、交差点も還加しました令しかし（そもそも地形の超伏を饂いながら集落を組んでいた遵と、

それらが父全りる「辻」は地形と人の営みの歴史の積み塁ねの中で爾まれてきたものです．市街地の中であえて不規則

に交わっている辻には、闘発時に既存の地形を活かしたもの、闘発から外れて18道の名鴨が残ったものなどがあり、そ

れぞれに独特な雰囲気を持っていました．

-------ヽ. - -

金嚢軍の住宅蟷の入口：町111膏遍”ら一歩鼻まったこの交雀点から、正讀は丘霰上り、左右は谷へ下る遭へと分かれている。住宅畑の各万
胄を一盪できるこの「辻」はこれから住宅熾の中に入っていくA応の「入口Jとも言るIllな纏所に鴫じた・ (P18金轟殿丘）

◆まちの入口

新興住宅地に回かって幹繍道路から一歩入ったところに、住名地の各方面に自かう道が地形に沿って一気に分

かれる交羞点がありました．そこからは住宅地の各方向の讚子を只濱すことができ、その住宅地への入口とし

て、景観的に大切なポイントに思えました．

♦ 旧遭との交わり
18遭の複雑な交わりが今なお残っている遍所、あるいは新遭の交差点にIB遭が斜めに交わっている爆所なとで

は、角地に昔を感じさせる庁まいが残って独特な雰囲置を醸U:1:1していました。

32 

繹穴：鱗めに走る日遍に奮濁lt1+字に交差した「辻」には、古昂攣
を加したお霙畳屋さんが店吝珊え斬18が直かい合う11性韓な膏かとと
なっていた.<P17景）

魯轟の五四：令轟糟9碍饂に員膨書置つ置髯な交茎点があった古い
鴫 m紅：節らあ耐i贖凜西に釈1ft調口皿鰐から磁餅
隻ってい沼辻ば単なる交差点というより、力只からのがる

鱗顧として、そ絡珈'"譴咋M,0>18鱈麗3



その7

実は布石

尾績縁遍：●い霰れび懺菖も婁まりIUIIIIとなる上小山田町．その組い鵞れのひ
とつぴ鯰蒙る苔戸暉11.JU.尾績•遭の·が＂鑽となり、烏槙臼こうの市衝諭
a配を漏しつつ鶴.ll!lllll遭U冒の暴鸞い量霰蒼支えている.(P()6尾糧縁遍）

たt

相願のキ：褐原駅の北、｝＼壬子に抜けるトンネJW)!J濁
咋副,JI匹と、→紛大ゲ西窮iに止まっも祐閲和
磯ばり“｀の蒻ピルと戴っ頂える靭大”祖印谷
阿 l鳴 fi,:,駄だり、寵鳴駅lゆ心匹暉闘らげ
ているようにじら心匹相黒今昔）

左の言翼の大ケヤキを霞くから只る濯麒の古い●懲は1B遍に
沿って・副IIを撞んで伸び、大ケヤキはIll沿いの震鯰霰に立って
いた．かつての相霰●懸のけまいに息い琶・せたくなるだけでな
く、環在もB遵沿いの蒙鎧みを持贔叩ている．匹相順"9)

モデル立ちするw:正而に
見えるのはII王子市雨大只
の廣吝,9戸臭の霞岨題
沿いにあったお寺もいまや
周辺すべてび霞鱈~ti、劇
り壼された富台に璽ってい
る．膏区の●がズレた攣の
~.ti.I住宅油から見え
るその本雙J;t.は-,c儡え
た印●的な●ちJ1'Jだった．
匹多り）

♦ 多弁な緑
街なかの一本立ちの大木杯紐木などが、ためつすが

めつ歩く中であちこちから見え、そのたひ景甑的な憲

疎を感じることがありました．古くから残っているだ

けでなく、今も多くの役割を果たしていると置づくと、

その大切さがより強く感じられます．

◆モデル立ち

街なかでときとき、ふとその建ち姿に目を惹かれる建

掬に出会うことがありまし己衝区割りがズレて、たま

たまはすに璽つことになった璽惚が、ちょっと気取っ

てモデル立ちしているかのように見えるのです．偶黙

の匿詢ですが、このような建ち位置になった建物が、景

四的にもっと活かされたら面口くなりそうです．

as 



原風景 私の原叫員は昭和改）年に大 り爆や工蔵祐の木のある家のけまいに願叫員と璽ね

学入学で上京するまで住んで 合わせ、農鑽に取り絹む人の愛誓心を感じ取れます．

いた東北の稲作中心の晨村の光景で"§".当時の震作蝙

は、人力であったことや••地のため耕作JIil閾が短い

ことなどから、集落あげての共同作藁で行われていま

した生活も自給目足で、憲団には野菜知や収欄獨を●

える土蔵や生貪にする柿の木なとがありました私に

とっては、この剛乍業の引5いなとを通して知った農

業での人々の絆や自然との向さ合う生活風景が、原風

震となっていま"f.

一
人によっていろいろな累風景を持つていると屈いま

すが、私はまち歩さで見かける農地脇の熊人の野菜売

Ill遍

懲確じさせる鸞 (P11玉學山地）

34 

気配 住宅地・郊外の谷戸・尾根筋

や繁畢街の中を歩いていると、

おそらく誰かが手をかけたであろうと閤う場所に惹か

れるとさがあります．

例えば却II学圃の丘に至る饂段を上り、ふと見返す
と、その鞄段の踊り遍には、その時には子供達は呂ない

のですが、彼らが残した路上の落•きが、階段の踊り蠣

から見える団こう憚の住宅地の感じ方や周1111雌暉に

作用していると思いました。

また、繁攀街の中畑ち9知された路地や、住宅地の中

の家々の窓から霙れ出る111lかりや匂いなと荘その爆

所を歩く人遍にさまさまな思いをめぐらせる役顎を棄

たしていることを感じます．このように人の営みを気

配として感じるとき、その場所の景観に奥行きと広が

りを持たせているのです．

d置m

鴫Iii 

.. 
匿 暑

世代 固震大野駅まで歩いて行ける膏・

マンション群には若い夫婦が多く

住んでいたこと、玉川学園のように駅まで歩いて行ける住

宅地では戸建て住取り覧駁糟んで若い這訊むことか

ら・世代が変わると、駅に近い爛所か否かによって111J田市の

人口分布が融変するかもしれません．洞在の新簗住宅は比

較 IJIさく、稟庫の面積は確保されているが底がまとんと

なく、住宅群では住宅問の仕切りもないぽと密集している

のが特讀だったことなどから、世代が変わると、景観も憲変

する可能性があります．家が小さいということはエネル

ギーの消費●が少なくなることを示唆しており、今機の地



町田駅薗．遣る人の滸れも景鶴の一彗に鴫じらnた・ 0>17麒町田）

球還曝化の抑制には適していますが、炭醸ガスを吸収して

くれる木尺の渾少1J'J!!j題となってくるでしょう。

小さめな・が密纂した膏血疇 (P16わさひ沢）

共生 緑に包まれた風情のある山園団地谷

戸のlj¥世界に和梁田寺の欝けさ、玉

学山地の丘鑽地の誂望など、町田を歩けば人と景観が共生して

いる安らきの劇武出会います。

一方、安らぎの爛所が消えてしまった事例もあります。かつ

て四季の花が涙さ、子桝が集~\., 木塗で家康が憩う素＂ら~,

景観であった住宅街の芝生の公園が、今は縫軍が茂り子供の遷

ぶ姿の無い荒地となっていまま

躙額で少子高齢化讚み公園で配荘供耀少、公

國の漏境縫持への人の闘心が薄れた事が景観破凛の大きな原

因ではないでしょうか？

素晴らしい景観を鰈持するには地域の景観に闘心を持つこ

と、人の関与手助け（ポランティア活勧）が不可欠と思います．

鴫る人が琶ると蒙望の良さが1き立つ鳥(P(JTlj¥山田甑）

人そのものこそ 1111田駅周辺では、駅に急ぐ人、駅から鱗りてきた人、

街をぶらつく人、食事処や酒國を探す人でこった返す

いっときがあり、この人の流れにふと立ち止まると、な

せか浮かれる感覚がある．人が集まる蜃素はここでは

触れないが、とにく人でにぎわって華やいでいる

／ 

-—• 
遍りに生まれたコンサート食爆.(P1ア甑町田）

良い景観に人が集まるのと同磁に、人がいるから人

が纂まるもし美しい公園とか建物があっても人の息

吹を感じることtJmrmば物足りなさを抱くに違いな
ぃ．よい駆員に人が集まるように」人の集まりも人"

せ付けるのである．

縁鳥空、街皿みが塁要な景観の役割を担うのと似て、

人もその蜃素の一部であると老えることはできないだ

ろうか．
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トピックス2

私なりの景観

景観の感じ方はひとそれぞれで、生きてきた体

験の全てから影響を受けているように思われま

"§'. ここでは、メンバー各人のなかなか国性的な

景観の感じ万を煎ぺてみました。

心の琴綜にふれるとき

曾

剛IIの、ゆらぐ臼遵．
匹翼光も峠）

景観は、雙しい、平凡隠

力的なとと視賞によって判

厨されます．これらの視覚

の情韻は主として大脇皮質

で処理されていますので、

理性的な判断になり、判断

された理由を膿匠的に罰明

することがでさます．

しかし、音楽を聰いてい

る時には、しばしば、心の疇

鯨に触れる感動を味わうこ

とがあります．ー麟J零扱が

止まり、涙が出てきたりするのです。鵬寛は大詣皮質

よりも古い脳で、情動を支配している大脳辺●系を

興●させることがあるからです．実は、景親を眺めて

いるときも「ゆらき」と表洞されている、理性的印蜆

では説咀でさない、心の事線に鰊れる感動を覚える

ことがあります．景観を睛めていて、この2種類の評

illiを麻わうことができれば最高です．

S8 

距離感

私は、目的地へ地園を辿りながら歩くとさ、向かう方

自に見える目印をとりあえ釘丸め歩さ始めるが、その

みちのり（又は行程）は、真っ直ぐな遍、 1111がった遭、上

り返、下り返なとさまさまです。

真っ直ぐな道は、その先に目的とする目印が距前的

に近くにありながら、なかなか辿りつけす遠く慮じ、曲

がった遍を歩くと、距霞があるにもかかわらす目的地

に至る鳳這なりに目に入るものを見ながら歩くため

比較的近く感じることがあります．

また、自分が立つているところから見上げる還くに

ある馳などは、距●礫く感じら陪細由とそ

こに届きそうに感し逆に只下げる近くの景色は違＜

感じます．

それは洞釦乃距霞とは違い鳥いつも景観として目印

になるものが、見え力や白きによって人の感じる距離

感に作用しているのではないかと思うので'f.
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'•.·- ., ・ ・•· •c _.. , 

< • ・': ..、；
'. 忍...

，・c j. 
： '. 今心 ． 
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霞

L_  
正面の袴社が見る位・で違くや近くに●じた<P15llJ疇のB)

音と景観

景観は視で感じますが、音は景観を感じる補助要

素ではないでしょうか？

私は山園の谷を歩いた時、秦田寺の近くの曲がった

繕道の入口で小鳥のさえすりと蝉しぐれを耳にしまし

た。先が見通せないり1達に足を踏み入れる前に綱尺の

多さと録の奥深い景色を耳から慮じました．細道の悶

鱚から聞こえてくる自黙に瞬和した音色がその爆の景

観をより感蜀的にしてくれたと記憶しています．

一方、多くの人が集まる町田の繁蘊街は人そのもの

が11観の一郎ではないかと惑じていますが、人によっ
ては騒音と愚じるかもしれない人工の音が人を慧さつ

ける一助になっていると思います◇

私は音で景観を隈じましたが、音に瞑らず、景観とは

あらゆる感覺で感じるものと恩います。



クールスポット

町田市には磁におおわれ高低差が50mもの西か

ら鄭こ繋がる丘躙地があり重褒な景観賣源となってい

ます．この襴木等で覆われた丘殿地の地覆面塁震は、

市街地に比べ蒸発散や縁陰による濃度上昇の抑制効棗

により相対的に低温なクールスポット（低温地）にな

ります．このクールスポットの冷気は夜間に逼躊空

間なとを通し周辺郡に流れ込み熟帯夜なとを饂和する

効棗があります．町田市の高瀑となった日の気濃を東

京都の別定でみると日中は111r田市を含め渋谷区から）＼

王子市にわたる広鴻でほぼ35℃に遍しています．翌
日の4時頃になると町田市の気凪は渋谷区に比べ3~

4℃悟くなり丘薩地の効棗が示瞬されます丘陵地の

眺望景観とともに熱諏員についても考えてみたらとう

でしょうか．
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よそから見た町田

私は田園都市艤の胃沼駅の近くに住んでいる．比較

対象範1111の大小に差はあるが、●沼と111l田の景観を比

較してみた。ます自然としての地形はさほと変わらな

ぃ．谷戸の織り成す起伏と縁．ただ罵沼には人工的な

植冦はあるが、 1111!1:lのように点在する自然の録や多摩

丘霞のような量かな自黙は見当たらない．町田には田

畑が残っていてタイムスリップしたような尿風震と言

えるような景観もある．

'; 籾寮翌ヽ
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涵董●＜役書も姐っ-0..lUっ●ぐ輝暉ぽ)7ij叫躙D

劇II磁 f.r-.t應かされ訟翫闘.0>18鯖闊印

また、罵沼には有罵川というlllがあるが、川とい
うより水路．ほぼ垂置のコンクリートの霞岸で目分

量で蟷深さとも5m程虞。それに比ぺ町田には燒

川、鶴只川、恩田川、真光寺川がある．それぞれに

特霞があり、流れに沿って続く並木遍はgうまでも
ないが、川の蛇行で取り残されてでさた道と敷地の

作り1:1:1す景観は魅力的だ。生活上の利置性だけを者

えると、裏活差があり曲がり＜ねっていることは

「負」として考えがちだが、歩く棄しさを鰤らまし

てくれる要素とも考えられる．

巨大ってどうよ？

景観を濃す、としてますやり玉にあがるのが構造物

で鉄思道路架樗なとである．それまで只慣れた風景

が崩されるのだから当然といえば当黙である．バリの

有名な題も最団は不評だったそうだ

一方で大きなものへの11れに似て力強さに圧倒され
るとさがある．通信会社の培を白と朱と秋空の青のコ

ントラストで芙しいと感じたこともあるし、 1i11地内の

貯祖が地填のシンポルになっているという声も聞い

た．農初違和感があっても風景に馴染んでそのうちII
観そのものになることもある．インフラ設籠がいかに

景観と調和しているのか、あるいはしていくのか思い

巡らすのも—興
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トピックス3

物語想い熱皇
佐野雄二；町田市景観つくりコーディネーター

（轡えるグルーブ担当）

われらがコーディネーターの佐鵞さんは役所で
のだけでなく、 151!!l~9J'i!雫・の量観まら参言
にも多麟•加 1 と言と急景編の~,力に慈かれ硲え
ることもありましたが、それだけ町田が面白く、r<
りぬき」ゆき霰裏しんでい紐けてい砂だううと
●しく思いながら待ったのも懐かU遥い出です．
そんな匠鵞さんが、共に遍ごした「くりぬき」歩き
a;.,9MIDQ)tPで霞冠鐵じていたか、塾たちとレても鼻
喋なところ本欝子苓まとめるにおたり、トピッ
クスのひとつとして、立漏にこだわらない自由な環
点からコメント霰1ただ名ました（編）

景のにある「物語」を味わう

町田市景薗計11では「『景観』とは震物やまち並み伽

山の稜鐵、道路、木尺の録なと、鐘段目にしてい却風

景』や『景色』を人々がとのように圏讃しているかを喪

す言簗」と説明していま'f.
私なりに解釈すると、「景旧」とは目の前に広がる景

色そのものです．あまり難しく書えなくてもいしししか

し、この瞬問目の前に広がる景観はその土地が遠い音

から令に至る永い永い時間を経る中で形づくられ、こ

れからも変化していく歴史の一蝿面であることを忘れ

てはいけません．

言い摸えれはひとつひとつの景観には、自然の力．

人の技術や営みなど、その土地に闊わるあらゆるもの

38 

遍の中央で花翫駅かせるサクつの讀蒙§

石の言買け.'if))零霧にある—本のサクラでT.こ
のサクラは元々 その観翫拿のサクラとともに血ヽ
塁地の蒙鯰内にありましII!.その凛から毎年晃事な
花を撃かせ、サクラのりでは岱花見をする人たち
がえませんでり己
しかし鳥そのlillllllが竃日えられることになり、●
讐えとあわせて浪くて愈膿だった遭属の絋纏も行
ゎnることになり零したサクラは遍翅になる予定
の遍所に立っていたため、鶴濃ながらは鐸されるこ
とになりました．
そのこと壱知った鯰燻の人Rは四サクラ琶擾
して徴しいと行直に働8かけまし己行政と住国2
膿鳩遠い櫨砒馘ー和)ij-1,7ラ郎

まま積さに這圏れ笠）サクラの＊をよけるように
作られることになり葦レだ残亀ながらそ吋如力
クラは伐探されてし零い蒙したが、その聾をペンチ
にえ雇いの遍所冠漬出していまT.

畑為によって紡ぎあげられた「疇」があるのです．

何気ない景観にも必す麹謂が存在します．

例えば、道路の中央に見事に咲くサクラの木があり

ます．苔釦蒻mている人にとっては、ごく当たり前の
景です．しかし「なぜこんな遭の真ん中にサクラの木

があるのだろう？」その理由こそが「サクラの木の景鱗

勘語」なのです．（写真と説岨を・需）

またmとつの景観にはひとつ雌磁」である必霰も
ありません．むしろ、ひとりひとり興なるたくさんの掬

需があっていい．時には多少の妄想があってもいいか

もしれません多くの人のI剥に葛まれるたくさんの勘

語があるそれこそが、景観が持つ目に見えない大切な

罰饉だと思うのです．

人のreい」や「煎・」と景観
景旧は目の前に広がるありのままの姿を感じるだ

けでなく、その姿に至った覺えない物語に思いをはせ

ることで翠みが増していさます．

そして多くの人加笥鄭呻巳人の「想い」や「需鼠

のようなものを感じることができるようになると、目

の前に広がる景観にも温もりを感じられるようにな

り、その景観に闘わる人たちにも伝わります．

町田市景観計画の墨本理念のサブタイトルに●かれ

ている「人と風景が共に育つ景観づくり」とはきっと

そういうことだと思います．



まとめ

街なかにある「タネ」だからこそ！

「景観のタネ」があった遍所

「景観のタネ」があった遍所を改めて振り返ってみると、共通する特徴をいくつか

攀げることができます．

・地形••闘発時に使えす余った遍豚あるいは元の地形に沿って闘発されだ遍所
・歴史•••開発時に外れて残った蝿所、あるいは1B遍を活かして開発された遍所

◆人の宮み•ヽ・屍~II).闘f!後によら.,._人(1)営みqy.中で生まれIll染んできた鱈断
高虞成畏期以降、ベッドタウン化の中で町田も宅地化がくまなく這み、今はさまさ

まな街煎みが雑然とひしめき広がっているばかりと思っていましこしかL,P.J念に

くりぬき歩いてみると、私たち市民が今まさに住んでいる街なかで、このような地

形・歴史・人の営みが重なり合い、讀み重ねられてさた罐所に出会い、それらが景

観のタネ」として私たちに訴えかけてきていました。

「景観のタネ」は見る人の目しだい

景鬱の感じ方は人それぞれで、今回取り上げた7つのタネむたまたま私たち「書
える」グループが、町田というフィールドで見い出したものに過ざません．もし別の

市民が集まって町田を見たら、ましてや町田ではない他地域についてとなると、タネ

のラインプップ記全く却なものになっていたかもしれません。その意味で「景観のタ

ネ」は見る人しだいで蛮わるものと言えましょう．

「景籠のタネ」を見つけ、爾てよう 1
私たちは休日を秦しもうと、近くへ遠くへ、眺めの良いところや心地よい患墳を求

めて出かけます•一方、 8/:i●らす地壇の風景については当たり前すぎて、あるいは

事が分かり過ざて、かえって景観として客鱈的に考えにくいかもしれません．

「景観のタネ」は、私たちが日々暮らす衛なかに、蒔かれた時代の新旧を問わす唱ん

でいて、難しい予備知瀾がなくても．視点を変えて晃直すことで霙づける可能性があ

ります．その第一歩として、ま.,.は市民ひとりひとりがタネ的に「いいかも」と思える

曝所を髄人的に見つけ秦しむこと。そしてその先、思いを諾し合える仲間の編が広が

り、さらに田員なと具困郎t動きにつながっていけばと屈っています。
「者える」グルーフは「タネ」の見つけ方や育enについて坦覆の編を広げるぺく、
今も老えながら歩さ鶴けていきたいと老えています．

‘ 
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あとがき

原風景としての生活風景

町田ではこれからも、豊かな自然と蛮化に●む地形が闘発を受けて蛮化しつつ髄

性を持って融合し、バッチワーク的な景輯が造られ鋼けていくことでしょう．今回

拾い出した「景観のタネ」が、今後の豊かな生活風景づくりにつながっていくこと

を願つています．

まち歩きの最中、記憾に積っている過去の風景を、訪れた地減の風景と璽ね合わ

せていることがあり、自分訊拿験した願風景が景観を見たり老えたりするとさに影

響を及ぼしていると夷懇しました．とすれば今綾、町日に生まれ育ち、これからの

衝づくりを担う人たちが、自分なりの「タネ」を晃つけ育てることができれば、今

の生活風景も願風景として印象に残るものになっていくことでしょう．

本冊子の作成にあたり、町田市担当課の皆さま、景観づくりコーディネーターの

佐さま、 「景観まち歩き」に.:.加いただいた曽さまに、た匹らぬ口目力と応

撮をいただいたこと、改めて感測いたしまY.

島蒻公畢劇薦息遍翫とがっ匹遍に女虎炉→濃凱讚合い四り編II甑iに譴節叫
ら二a ごしている。こんな編話、このテたちにとって馴風景になっていくのだろうtJ?

心

「町田をくりぬくII」編集班
・泉II碩雄・大下悦司・大(■纂畏）
・小島墜雙・清濃壮一 a遭り・近籐政則
・り1寺法子・佐野謹ニ・高野■illl・鬱力秤彦
•永江和彦•西暉四郎・野口送一郎

くりぬき歩さ実箇データ

・ルートマッブ環在惑、明治園）：各15校
•西歩き細匹f:15~

・街歩さ繊距罷：およそ106.6Km概ね時遼a伽 /h
・延へ` ’加人数：208人

・自主ミーティング：20回およその時間
・冊子作成作聾時1111:およそ700時1111

まち歩色のとあrB,寓く這＜翫見賣せるところに行くと剛
ゥぁ巴こうだ」と・纏輝め砂が畠たち'111tf)l,Iごった．

◆この冊子は「1111田をくりぬくII」の本編です．
私たちの寛1期の冊子「町田をわぎる1」も
是非ご覧ください！
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